
一般質問一般質問

〈
一
般
質
問
記
事
の
掲
載
は
、
通
告
順
で
す
。〉

��

問　
建
設
費
48
億
円
は
、
当
初
計
画
の
約
２

倍
の
額
で
あ
り
高
す
ぎ
る
。
ま
た
、
建
設
期

間
も
８
年
と
長
い
。
も
う
一
度
白
紙
に
戻
し

て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
平
成
23
年
３
月
に
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
に
都

市
計
画
の
変
更
を
し
、
地
域
住
民
に
も
周
知

し
て
い
る
。
現
在
の
計
画
の
と
お
り
進
め
た

い
。

問　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
利
用
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
程
度
を
見
込
ん
で

い
る
の
か
。

答　
国
は
広
域
連
携
強
化
に
資
す
る
道
路
整

備
や
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
計
画
に
関
す
る
修

繕
等
に
重
点
配
分
し
て
い
る
た
め
、
市
の
都

市
計
画
道
路
へ
の
配
分
は
厳
し
い
状
況
が
予

想
さ
れ
る
。

福
祉
施
設
の
防
火
対
策
は
万
全
か

問　
長
崎
市
で
５
人
が
死
亡
し
た
認
知
症
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
火
災
を
受
け
て
、
他
市
で

は
特
別
査
察
を
実
施
し
た
よ
う
だ
が
、
深
谷

市
は
実
施
し
た
の
か
。
ま
た
、そ
の
結
果
は
。

答　
管
内
１
８
２
の
福
祉
施
設
に
対
し
、
防

火
対
策
注
意
喚
起
通
知
文
書
を
直
接
届
け

た
。
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
14
施
設
中
７

施
設
で
改
善
す
べ
き
点
が
あ
り
、
消
防
設
備

等
の
改
善
報
告
書
の
提
出
を
求
め
、
早
急
に

改
修
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

深
谷
シ
テ
ィ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

開
催
時
期
の
変
更
は
で
き
な
い
の
か

問　
今
年
の
大
会
は
強
風
と
砂
ぼ
こ
り
の
中

の
大
会
と
な
っ
た
。
砂
ぼ
こ
り
の
少
な
い
時

期
に
変
更
は
で
き
な
い
も
の
か
。

答　
関
係
機
関
か
ら
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

実
行
委
員
会
で
検
討
し
て
い
く
。

ＱＡ
都
市
計
画
道
路
原
郷
上
野
台
線
の
事
業
は
今
後
ど
う
す
る
の
か

現
在
の
計
画
の
と
お
り
進
め
て
い
く

馬ば

ば場
　
　
茂

し
げ
る

福
祉
施
設
の
防
火
対
策
は
万
全
か

深
谷
シ
テ
ィ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

開
催
時
期
の
変
更
は
で
き
な
い
の
か

問　
原
郷
上
野
台
線
の
立
体
交
差
は
昭
和
47

年
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
騒

音
・
日
照
権
・
排
ガ
ス
等
の
問
題
で
平
成
15

年
、
高
架
方
式
か
ら
地
下
方
式
へ
変
更
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
線
路
北
側
の
国
済
寺
区

画
整
理
事
業
と
の
兼
ね
合
い
で
か
な
り
遅
れ

た
。
平
成
24
年
、
議
員
全
員
協
議
会
で
事
業

費
48
億
円
、
工
事
期
間
が
８
年
間
な
ど
の
立

体
交
差
設
計
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
の

進
捗
状
況
を
聞
き
た
い
。

答　
今
後
は
８
年
間
の
事
業
期
間
、
工
事
の

内
容
、
工
程
計
画
、
騒
音
、
夜
間
作
業
、
付

帯
工
事
に
関
す
る
影
響
を
近
隣
住
民
を
対
象

に
今
年
秋
以
降
に
説
明
会
を
開
催
し
た
い
。

深
谷
市
の
防
災
・
減
災
計
画
の
進
捗
状
況
は

問　
一
昨
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
か

ら
２
年
。
大
地
震
、
大
津
波
、
原
子
力
発
電

所
事
故
に
よ
り
甚
大
な
被
害
と
な
っ
た
。
こ

れ
を
機
に
防
災
・
減
災
計
画
を
聞
き
た
い
。

答　
今
年
度
、
深
谷
市
地
域
防
災
計
画
の
改

正
が
行
わ
れ
た
。
避
難
所
は
小
中
学
校
の
体

育
館
、
公
民
館
が
主
で
69
カ
所
、
避
難
場
所

は
市
内
公
園
等
１
７
６
カ
所
で
あ
る
。水
道
、

電
気
、
ガ
ス
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
関
係
各

位
の
連
携
、
応
援
、
迅
速
な
復
旧
作
業
を
目

指
し
て
い
る
。
災
害
時
の
生
活
物
資
、
相
互

応
援
協
定
は
、
民
間
事
業
所
が
19
事
業
所
、

高
校
・
大
学
等
の
学
校
施
設
が
８
校
、
自
治

体
で
は
県
内
全
市
町
村
、
と
り
わ
け
熊
谷

市
、
本
庄
市
、
寄
居
町
、
伊
勢
崎
市
、
志
木

市
、
南
魚
沼
市
、
藤
枝
市
と
締
結
し
て
い
る
。

今
後
、
富
岡
市
も
予
定
し
て
お
り
、
災
害
時

対
応
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。
自
主
防
災
組

織
は
２
０
２
自
治
会
中
、
１
０
２
自
治
会
と

な
っ
て
い
る
。

ＱＡ
原
郷
上
野
台
線
の
立
体
交
差
の
進
捗
状
況
を
聞
き
た
い

今
年
秋
以
降
に
近
隣
住
民
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
た
い

柴し
ば
さ
き崎

　
重し

げ
お雄

深
谷
市
の
防
災
・
減
災
計
画
の
進
捗
状
況
は

問　
特
に
深
谷
北
部
地
域
に
は
、
道
路
幅
が

狭
く
緊
急
車
両
が
入
れ
な
い
生
活
道
路
が
あ

る
が
、
生
命
財
産
を
守
る
た
め
に
整
備
は
最

少
不
可
欠
で
あ
る
。
市
の
考
え
は
。

答　
市
で
は
深
谷
市
生
活
道
路
整
備
の
事
業

実
施
に
関
す
る
要
綱
に
基
づ
き
、
各
自
治
会

か
ら
要
望
書
を
提
出
し
て
も
ら
い
、
そ
の
中

か
ら
各
自
治
会
の
最
優
先
路
線
を
選
定
し
て

も
ら
い
、
現
地
を
調
査
し
、
緊
急
性
や
地
域

バ
ラ
ン
ス
等
を
考
慮
し
な
が
ら
整
備
を
実
施

し
て
い
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
整
備

が
追
い
付
か
な
い
の
が
現
状
だ
が
、
今
後
も

限
ら
れ
た
予
算
の
中
、
少
し
で
も
多
く
の
道

路
を
整
備
し
て
い
く
た
め
に
努
力
し
て
い
く
。

排
水
路
の
浚
渫（
し
ゅ
ん
せ
つ
）に
つ
い
て

問　
排
水
路
の
浚
渫
が
進
ん
で
い
な
い
が
、

浚
渫
し
た
汚
泥
処
理
の
費
用
と
処
理
方
法
を

考
え
て
い
か
な
い
と
、
今
後
の
浚
渫
を
進
め

て
い
く
中
で
支
障
が
出
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
排
水
路
に
堆
積
し
た
土
砂
は
、
廃
棄
物

処
理
の
法
律
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
に
規
定
さ

れ
る
。
こ
の
た
め
処
分
に
関
し
て
は
、
産
業

廃
棄
物
処
理
業
者
で
処
理
し
て
も
ら
う
た
め

費
用
が
高
く
な
る
。
今
後
と
し
て
も
、
法
律

の
規
定
の
中
で
、
コ
ス
ト
を
下
げ
る
方
法
を

研
究
し
、
排
水
路
の
維
持
管
理
に
努
め
る
。

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
に
つ
い
て

問　
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
積
極
的
に
応
援

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
特
に
交
通
機
関
と
駐

車
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
を
積
極
的
に
。

答　
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
マ
ッ
プ
の
作
成
や

市
の
交
通
機
関
と
が
連
携
し
協
力
す
る
。
駐

車
ス
ペ
ー
ス
掲
載
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
と

い
っ
た
巡
り
に
有
効
な
新
規
事
業
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
利
用
案
内
の
さ
ら
な
る
周
知
を
し
て
い
く
。

ＱＡ
緊
急
車
両
の
入
れ
な
い
生
活
道
路
対
策
は

限
ら
れ
た
予
算
の
中
、
少
し
で
も
多
く
の
道
路
整
備
を
し
て
い
く

武た
け
い井

　
伸し

ん
い
ち一

排
水
路
の
浚
渫（
し
ゅ
ん
せ
つ
）に
つ
い
て

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
に
つ
い
て

問　
産
業
振
興
条
例
は
い
つ
制
定
す
る
の
か
。

答　
来
年
度
、
産
業
振
興
条
例
の
制
定
に
あ

わ
せ
て
産
業
振
興
計
画
に
つ
い
て
も
策
定
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

問　
個
別
の
地
域
経
済
活
性
化
策
と
し
て
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
が
ど
う
し
て
も
必

要
で
あ
る
。リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
を
創
設
し
て
、

市
民
の
住
環
境
の
整
備
と
、
地
元
業
者
の
仕

事
確
保
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
。

答　
各
種
景
気
対
策
に
資
す
る
制
度
等
の
創

設
に
つ
い
て
は
、
広
く
市
内
事
業
者
に
効
果

が
波
及
す
る
も
の
や
公
平
性
か
ら
特
定
の
業

界
に
偏
ら
ず
市
内
全
体
の
振
興
と
な
る
対
応

策
を
研
究
し
て
い
く
。

砂
ぼ
こ
り
対
策
に
つ
い
て

問　
砂
ぼ
こ
り
の
現
状
は
な
か
な
か
改
善
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
。そ
こ
で
農
家
に
対
し
、

飛
散
防
止
の
奨
励
金
を
出
す
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答　
奨
励
金
に
よ
る
対
策
を
講
ず
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。
市
と
し
て
は
引

き
続
き
対
策
を
進
め
て
い
く
。

第
三
子
の
保
育
料
無
料
化
を

問　
現
在
は
三
人
と
も
保
育
園
に
入
所
し
て

い
な
け
れ
ば
第
三
子
は
無
料
に
な
ら
な
い

が
、
少
子
化
対
策
の
た
め
に
も
兄
弟
姉
妹
の

年
齢
に
関
係
な
く
第
三
子
の
保
育
料
も
無
料

に
で
き
な
い
か
。

答　
市
の
単
独
施
策
と
な
り
相
応
の
財
政
負

担
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
た
め
現
段

階
で
の
実
施
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

ＱＡ
産
業
振
興
条
例
は
い
つ
制
定
す
る
の
か

来
年
度
に
制
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る

清し
み
ず水

　
　
睦

む
つ
み

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

第
三
子
の
保
育
料
無
料
化
を

砂
ぼ
こ
り
対
策
に
つ
い
て

〈
議
会
あ
れ
こ
れ
「
一
般
質
問
っ
て
な
ぁ
に
？
」・
・
・
議
案
質
疑
と
は
別
に
議
員
が
市
の
行
政
全
般
に
わ
た
り
執
行
部
側
に
対
し
自
由
に
質
問
で
き
る
も
の
で
す
。
３
月
議
会
で
は
14
人
の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。〉

深谷シティハーフマラソン

原郷上野台線

オープンガーデン

砂ぼこり


